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出っかけたぁも　出っかけた　さいとりさぁしが　出っかけた（五~六回繰り返し）

昨日も天気　今日も天気　天気続きで乾いたモチをすごいで捨てて
新しいモチを腰から出してキ～リキ～リと巻いてぇ

向こうの山の　峯より谷の　草分けて見たら　一つひよ鳥　二つがふくろう　三つみみずく　四つが夜鷹　五ついっさぎ　六つがむくどり　七つななさぎ
八つが山鳥　九つ小鳥　十で飛んで出えた

ひばりが一羽　こいつ憎いやつ　刺さねばならぬ　刺さねばならぬ　
あっちょいと刺いたら　五間ほどはぁなれた

はぁなれたも　はぁなれた　はぁなれたも道理　背は低いし　さいとり棒は短いし

こいつ憎いやつ　とっつかまえにゃならぬ　とっつかまえなやならぬ
あっ逃げたぁも逃げた　逃げたも逃げた

因州因幡の摩尼寺の　門のわぁきっ　あっちゃ向いた枝に　こっちゃあ向いてとまった

こいつ憎いやつ　刺さねばならぬ　あっ急がにゃならぬ（七~八回繰り返し）
あっ着いたも着いた　着いたも着いた

和尚さん　和尚さん　ご免なさぁれ　寺のちないで殺生を願う　殺生を願う　
そこで和尚さんの申さるようは
（和尚）「なんぼお前ら　さいとおりさしじゃとて　寺の境内で殺生はならぬ　殺生はならぬ
　　　　殺生したなら　大ばち当り　大ばち当り」

当たらば当たれ　そこでおいらはむっくろばらたてて　竿でまねいて　竿でひったくり　
竿でまねいて　竿でひったくり　あっ一の枝に逃げたがなぁ　あっ二の枝に降りたがなぁ　
あっ地鳥になったがなぁ

こいつ憎いやつ　かぶせにゃならぬ　かぶせなやならぬ　あっかぶせたぁも　かぁぶせた　むっくりむっくりするわいな　手を出しゃかみつくし　足出しゃくいつくし　こいつ憎いやつ　むっくりなずみかひょうたんか　あぁけてみたら七福神
